
豊
町
に
住
む
Ａ
さ
ん(

75
歳)

は
年

金
が
月
額
４
万
円
。
月
４
万
円
の
ア

パ
ー
ト
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
生
活

費
の
不
足
分
を
補
う
た
め
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。｢

こ
れ
ま
で
３
人
交

替
で
や
っ
て
い
た
が
、
希
望
者
が
増

え
４
人
で
や
る
よ
う
に
な
っ
て
手
取

り
が
２
万
円
減
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
は

仕
事
を
増
や
し
て
ほ
し
い｣

と
い
い

ま
す
が
、
補
助
削
減
は
事
務
局
の
機

能
を
弱
め
て
し
ま
い
ま
す
。

高
齢
者
の
多
く
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
で
生
活
費
を
得
て
い

ま
す
。
民
主
党
政
府
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
補
助
削
減
は
高
齢

者
に
と
っ
て
死
活
問
題
。
品
川
区
議
会
は
全
会
一
致
で
、
国
庫
補
助
を
縮
減

し
な
い
よ
う
意
見
書(

ウ
ラ
面
に
全
文)

を
政
府
に
送
付
し
ま
し
た
。

2011年1月30日 №738

週
刊

日本共産党品川区議会議員

事務所:品川区豊町6-2-1 ℡3786-6674

こ
の
ニ
ュ
ー
ス

へ
の
ご
意
見
や

ご
質
問
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

共産党 品川

お
困
り
の
と
き
は
、
い
つ
で
も

み
や
ざ
き
克
俊
事
務
所

℡
３
７
８
６
‐
６
６
７
４

ご
相
談
く
だ
さ
い

無料法律相談は

２月１８日(金)

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を

増
や
し
て
ほ
し
い
…

シルバー 補助
品川区議会が政府に意見書提出

人 材
センター

減ら
すな!

足
り
な
い
時
は
貯
金
を
取
り
崩

し
て
い
る
が
、
貯
金
が
な
く
な
っ

た
ら
ア
ウ
ト
。
シ
ル
バ
ー
の
仕

事
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

●収入→国民年金４万円 + シルバー４万円 ＝ ８万円

●支出→アパート代４万円。食費など生活費は４万円！
Ａさんの

１ヶ月の収支

ポイ捨てたばこの吸い殻を回収します。写真と記事は関係ありません。



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
年
金
所
得
は

２
０
０
万
円
未
満
が
64
㌫
に
の
ぼ
り
ま
す
。
年
金

受
給
者
の
多
く
は
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
年
金
だ
け

で
は
足
り
ず
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
で
生
計

を
補
完
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

一
方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
事
務
局
に

よ
る
受
注
の
開
拓
と
会
員
へ
の
仕
事
の
提
供
を
し

て
い
ま
す
。
個
人
家
庭
や
中
小
企
業
か
ら
小
さ
な

仕
事
を
掘
り
起
こ
し
て
現
場
確
認
と
契
約
、
代
金

回
収
な
ど
し
て
い
ま
す
。
団
塊
世
代
の
大
量
退
職

を
控
え
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
人
件
費
を
中
心
と

し
た
補
助
金
の
削
減
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
低
下
さ
せ
受
注
開
拓
と
仕
事
提
供
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
高
齢
者
に
就

業
機
会
を
提
供
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
多
く
の
高

齢
者
は
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
品
川
区
議
会
は
、
昨
年
に
続
き
補
助
削
減
に

反
対
す
る
意
見
書
を
政
府
に
送
り
ま
し
た
。

シルバー人材センターに対する

国庫補助を縮減しない事を求める意見書
我が国は少子高齢化が急速に進み、世界一の高齢化社会となり、高齢者が安心して働

ける社会の構築が政府の喫緊の課題となっている。その様な中、シルバー人材センター

事業は、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律を根拠とする「高齢者の就業の機会を

確保し、もって高齢者の福祉の増進に資することを目的とした」公益法人であり、平成

２２年度現在、全国１３３２団体、８０万人の会員を抱え、会員である高齢者の生活支

援を始め、地方公共団体と連携し、福祉、教育、ボランティア、各種事業に携わり、地

域社会の大きな担い手となるとともに高齢者の就労、健康維持、地域課題の解決等を同

時に行うことができるかけがえのない存在である。

しかし、平成２１年度、行なわれた「事業仕分け第一弾」の結果、シルバー人材セン

ターに対する国庫補助金は２２年度概算要求より、１６．２％縮減された。全国のシル

バー人材センターの運営が困難となることを懸念し、品川区議会では、平成２２年３月

２６日「シルバー人材センターへの補助の縮減を行わないよう求める意見書」を全会一

致で採択した。ところが、平成２２年度に行なわれた、行政刷新会議の再仕分けでは

「事業仕分け第一弾の評価結果の着実な実施」と評価され、平成２３年度、概算要求ま

での縮減額は約２７億円、率にして２０．３％と大幅なものとなっている。これ以上補

助金が縮減された場合、事業運営が困難となるセンターが生じ、シルバー人材センター

事業の大きな混乱を招く事となる。

よって、品川区議会は、高齢者の生きがい就業の場を失わせ、生活の圧迫につながる

シルバー人材センターへの補助金縮減を行わない様、強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

平成２２年１２月２２日 品川区議会議長名

内閣総理大臣・厚生労働大臣あて

セ
ン
タ
ー
事
務
局
が
高
齢
者
の

仕
事
を
掘
り
起
こ
し
て
く
る
…

都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

２
月
１
日(

火)

～
２
月
10
日(

木)

<お知らせ>

申込書は
地域センター
にもあります｡


